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１ 意見募集の概要 

（１）募集期間 

平成２８年９月１日（木）～１０月３１日（月） 

（２）周知方法 

  ア 市政だより（９月１日号） 

イ 案内チラシ（区役所、図書館、市民館、行政サービスコーナー等で配

布）と行政情報コーナーにて冊子を公表（区役所等で配架） 

ウ 市ホームページ（「アクションプログラム２０１５の実施結果」のペー

ジ） 

エ 広報掲示板（市内５４５箇所）へのポスター掲出 

（３）意見提出方法 

   電子メール、郵送、FAX、持参 

 

２ 意見募集の結果等 

 

 

 

 

（１）結果一覧 

提出者数 

意 見 数 

１重点課題・事務

事業に関するも

の 

２政策評価の手法

に関するもの 

３その他 

意見募集の趣

旨に沿わない

もの 

合 計 

２名 ２件 ０件 ０件 ２件 

   

（２）意見の要旨及び市の考え方 

次ページのとおり 

「アクションプログラム２０１５」 
に対する市民意見募集の結果について 

市では、平成２７年度の「施政方針」・「予算」・「行財政運営に関する改革プログラム」

を取りまとめた「アクションプログラム２０１５」における事務事業の達成状況や重点課

題についての評価結果などを８月末に公表し、市民の皆様から意見の募集を行い、その結

果を取りまとめましたので、報告いたします。 

２名の市民の方から２件の意見が寄せられました。 

主な内容としましては、重点課題・事務事業の実施の方向性に対する提言な

どがありました。 
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 重点課題・事務事業に関するもの（２件） 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

バリアフリーについて、障害者トイ

レや駅のエレベーターの増設はあり

がたいが、工事の情報提供や人的なサ

ポートが不充分な面があり、改善の必

要があると考える。 

環境局が所管している公衆トイレ

は、廃棄物処理の一環という位置づけ

だが、トイレの閉鎖等に関する情報提

供が不十分なまま長期間にわたって

閉鎖されているケースが２００６年

の川崎駅西口階段下公衆トイレ工事

以来、武蔵小杉北口等において目立っ

ている。今年の３月は、溝の口駅北口

ヘデストリアンデッキにおいてエレ

ベーターとトイレの工事が重なった

ため、トイレ工事の情報提供の不充分

さがより目立ち、特に南武線改札のバ

リアフリールートが工事期間中使用

できなかったことが不便であった。こ

れについて昇降機のサポートを明記

して対応した高津区道路公園センタ

ーの対応は満点とは言えないながら

良かったと思う。情報提供が充分であ

ったかどうかという観点からも評価

が必要ではないか。 

本市が維持管理を行っている駅前公衆トイレの改修工事

については、利用者の方々に御不便とならないよう工事期

間を短縮するよう努めるとともに、トイレの使用を一定期間

中止しなくてはならない場合には、工事の事前周知の期間を

十分に確保し、代替トイレまでの案内を掲示するなどの対応

を行っています。 

また、近隣の鉄道事業者にも、工事期間中の駅構内トイレ

の使用について御協力をいただいています。 

今後、更なる利用者の利便性の向上を図るため、丁寧かつ

わかりやすい案内を行っていきます。 

ようやく鷺沼駅周辺整備に動きが

あるようだが、鷺沼周辺のまちづくり

に当たっては、交通不便地域である、

白幡台や初山の交通利便性が向上す

るよう、市バスの新規路線を設定して

ほしい。同地区の人達は、溝口行バス

を利用する方々が多いが、宮前区内で

の住民の移動を活性化させるために

も、鷺沼～登戸・向ヶ丘遊園間のバス

路線を設定してほしい。 

バス路線の新設に当たっては、安全な輸送サービスを提

供するために必要な道路走行環境、お客様の利便性と利用

状況とのバランス、さらに、運転手など経営資源と収支状

況等を踏まえ慎重に検討する必要がありますので、貴重な

御意見として参考にさせていただきます。 

 


